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研究成果の概要（和文）：日本の大学生の英語スピーキング力を測定するテストとその評価法に

ついての研究，調査を行った。（１）大学生の英語スピーキング力を測定するためのテストを市

販の英語テストを利用して行い，データの収集をした。そのデータ等を基に，大学生の英語ス

ピーキング力－初級レベル－を評定する評価基準を定め，コンピュータで採点できるようにし

た。（２）大学生のスピーキング力を測定・評価できる英語スピーキングテストとして，研究協

力者より音声認識技術の提供を受け，コンピュータを使用した自動採点方式を採用した英語ス

ピーキングテスト「ERP（English Recognition and Production）テスト－初級レベル－」の
開発を行った。このテストを利用して英語学力等の測定・評価が可能となるが，特に英語スピ

ーキング力養成のために大学英語授業にスピーキングの授業を今まで以上に導入し易くなる効

果が期待できる。 
 
研究成果の概要（英文）：The aim of the study was to find university students’ levels of oral 
English proficiency, and to try to develop a test with which to measure their oral English 
proficiency. Our research studies have been conducted for measurement and assessment for 
oral English proficiency of Japanese university students. By collecting and analyzing their 
data and materials from measurement of their oral English proficiency, we developed a 
computerized English speaking test, which is called ‘ERP Test – Basic Level – ’ : English 
Recognition and Production Test, with advanced speech recognition technology ( licensed by 
DynEd) and automated evaluation system.  
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研究分野：人文学 
科研費の分科・細目：外国語教育 
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ングテスト   (5) 測定・評価   (6)  テスティング 
 
１．研究開始当初の背景 
（１）市販の検定・資格試験等に英語スピー
キング能力を測定・評価する部門が導入され
るようになった。しかし，我が国の外国語と
して英語を学習している大学生の oral 
English proficiencyを測定・評価できるよう
なテストは少なく，またテストとして導入す
るには費用の面で難題となっている。 
 
（２）中学校・高校では英語授業においては，
「話す」授業が積極的に行われているにもか
かわらず，大学における英語授業の一つは
「英語会話」と表されるものが多く，真の「英
語で話す」訓練が行われていないとも取れる
のが実情である。また，別の要因として考え
られるのは，「英語スピーキング力」の測定・
評価の問題が存在する。これが大学の英語授
業での productive skillsの養成が積極的に行
われていない要因の一つになっている可能
性がある。 
 
２．研究の目的 
研究の目的は次の二つからなっている。 

 
（１）ACTFL（全米外国語教育協会）の
Guidelinesと Council of Europe（欧州評議
会）の Common European Framework of 
Reference for Languages: Learning, 
teaching, assessment （CEFR：） におけ
る oral production セクションを比較検討す
る。 
 
（２）１．を参考に，我が国の大学生の oral 
English proficiency に関する評価法を策定
する。この評価法を基盤として，oral English 
proficiency を測定が可能な英語スピーキン
グテストの開発を検討する。 
 
３．研究の方法 
設定した研究目的の二項目に関して同時

並行的に研究，及び調査を実施した。また，
収集されたデータとその分析を通じて新テ
スト開発を検討した。 
 
（１）先行研究の文献・資料等を利用して理
論面からのACTFLのGuidelinesの検証を行
い，またCouncil of EuropeのCEFRについ
ては特にproductive skillのspoken 
language部門について検討を行った。 

（２）我が国の大学生の英語スピーキング力
の調査を行った。全国の大学生約1000名に
対して市販の英語スピーキング力の測定可
能であるといわれている英語テスト（こんぴ
ゅーた，または電話での受験）を実施して，
そのデータ等を収集，分析を行った。収集し
たデータの分析から見えてきたのは，使用し
た市販の英語スピーキングテストでは受験
の対象となった大学生の英語スピーキング
力は，CEFR（ヨーロッパ言語共通参照枠）ス
ケールを適用してみると，スケールＡ１と＜
Ａ１（両方ともBasic User）を合わせると9
割以上に達した。この結果はある程度予測の
範囲内であったので，CEFR等を参考に大学生
の英語スピーキング力を評価し得る基準の
検討を行い，新テスト開発の準備に取り掛か
かった。ここで問題となったのは，新テスト
は,①従来通りのインタビュアーが測定・評
価をする方式を採用したテスト，②コンピュ
ータによる受験，音声認識と自動採点評価方
式を装備したテスト，のどちらかにするかに
よってテストの仕様等は全く異なることに
なる。②を採用することにしたのは，授業の
中でこの種のテストの利用によりbackwash
効果を期待したものである。 
 
（３）英語スピーキング力を測定・評価する
方法としてテストにコンピュータ技術を導
入することであった。この種のテスト開発の
ために研究メンバーに海外研究協力者を加
えてテストのコンピュータ化を基軸に据え
た。さらに，できるだけ簡便に授業等で利用
できる英語スピーキングテストを開発する
には，コンピュータ技術の導入によってテス
ト実施者はデータ処理等を簡便，かつ迅速に
行えるようにし，また受験者への受験結果を
より早くフィードバックすることにあった。
これを踏まえて，最も重要で必要な技術は音
声認識と自動採点システムを取り入れるこ
とであったが，これらの装置の利用に関して
は最終的に海外研究協力者の全面的な研究
支援を受けて音声認識エンジンを搭載し，自
動採点装置を装備することが可能となった。 
 
（４）新テスト開発の技術的なことへの対応
は固まったが，テストの内容に関しては，テ
スト開発に関わってきた者にとっては，テス
トの受験時間はマイクのテストなども含め
て最高20分以内が限度との認識で一致した。



これは大学の英語授業で総時間的に授業中
に対応できる範囲内であると考えたからで
ある（学力関するアンケートから）。テスト
問題に関しては，日本人の spoken English
の初級者の音声認識から想定できる問題の
作成，さらに研究協力者の提供によるアイテ
ムバンク等を活用して問題作成を行った。 
 
（５）新テストは，日本の大学生の英語スピ
ーキング力に関して初級レベルを測定・評価
するテストとして開発した。このテストによ
って英語スピーキング力の「流暢さ」［発音］
「チャンク」の三つについて測定・評価する 
ことになる。 
 
４．研究成果 
 日本の大学生の英語スピーキング力を測
定するテストとその評価法についての研究，
調査を行った。

（１）大学生の英語スピーキング力を測定す
るためのテストを市販の英語テストを利用
して行い，データの収集をした。そのデータ
等を基に，音声認識装置を搭載したテストに
より大学生の英語スピーキング力－初級レ
ベル－を評定する評価基準を定め，コンピュ
ータで採点できるようにした。

（２）大学生のスピーキング力を測定・評価
できる英語スピーキングテストとして，研究
協力者より音声認識技術の提供を受け，コン
ピュータを使用した自動採点方式を採用し
た英語スピーキングテスト「ERP（English 
Recognition and Production）テスト－初級
レベル－」の開発を行った。このテストを利
用して英語学力等の測定・評価が可能となる
が，特にスピーキング力養成のために大学英
語授業にスピーキングの授業を今まで以上
に導入し易くなる効果が期待できる。
 次にテストの内容から紺ぴゅたによるテ
ストの画面等について概要を述べ。

① ERP テスト－初級レベル－のテスト内容
は次のようになっている。

テストの内容
問
題
数

所要
時間

 Practice Test  3 分
Part 1 Reading 8 2 分
Part 2 Reading and 

Pronunciation
4 2 分

Part 3 Comprehension 5 2 分
Part 4 Listening and

Repetition 
8 3 分

合計  25 12 分

② ERP テスト－初級レベル－の得点につい
ては，合計点を 100 点満点として換算し，
各セクションごとに 100 点を配点している

が，それぞれのセクションには重みづけを課
している。

テストの内容
問
題
数

重み
づけ

Part 1 Reading 8 10% 
Part 2 Reading and 

Pronunciation
4 20% 

Part 3 Comprehensio
n 

5 30% 

Part 4 Listening and
Repetition 

8 40% 

合計  25 100％

③ 下の画面は，図１は ERP テストの最初の
画面を表したもので，Practice Test をクリ
ックすると音声認識に関する「諸注意」画
面となる。特に，スピーチメータについて
の音声入力がテストの重要な部分となる。
さらに，e-learning システムと同様にコンピ
ュータによるテストの受け方（学習方法）
に慣れる必要がある。テストの順序は，

 Practice Test ⇒ Speaking Test となって
いる。

 図１

④ 図 2 は，パート１：リーディングセク

ションを表し，矢印をクリックして進む。

OPAP Project  



 図２ 

 
 

⑤ 図３は，テスト画面であり，下部にスピ
ーチメータ（緑色）が映し出されていると

音声入力（マイクロフォンから）が可能と

なるので，ここでは音声入力ができる。音

声が認識されると緑色のメータが反応を

示し，得点が自動採点される。 
 
      図３ 

 
 
⑥ 図４は，テスト終了後，受験者の得点を
表したものである。 
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